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1011

　

明
治
四
十
三
（
一
九
一
〇
）
年
に

竣
工
し
、
翌
年
の
一
月
に
「
こ
け
ら

落
し
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

繁
栄
し
て
い
た
温
泉
宿
場
町
の
面

影
を
残
す
豊
前
街
道
か
ら
少
し
入
っ

た
所
に
立
派
な
劇
場
が
堂
々
と
建
っ

て
い
ま
す
。
当
時
の
町
人
達
が
、
株

を
発
行
し
財
源
と
し
て
建
て
た
も
の

で
、
当
初
の
八
千
代
座
は
江
戸
時
代

の
様
相
を
し
た
建
物
で
し
た
が
何
度

も
改
造
が
行
わ
れ
現
在
の
姿
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

演
劇
な
ど
が
廃
れ
る
中
、
八
千
代

座
も
他
の
劇
場
同
様
、
芝
居
小
屋
で

は
営
業
で
き
な
く
な
り
、
一
時
期
は

映
画
館
と
し
て
活
用
さ
れ
た
事
も
あ

り
ま
し
た
。
そ
の
後
は
衰
退
の
一
途

を
た
ど
り
、
建
物
の
朽
ち
て
い
く
姿

を
見
か
ね
た
有
志
達
が
立
ち
上
が
り
、

瓦
一
枚
運
動
を
皮
切
り
に
、
復
興
の

気
運
が
高
ま
っ
て
、
雨
漏
り
修
理
や

八
千
代
座

山鹿
字上東

１

建造物

国
｜
１

や
ち
よ
ざ

P.141

写
真
提
供　

原
口
カ
メ
ラ

八千代座外観

舞台から見た客席天井広告絵とシャンデリア

国
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定
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1011

内
部
の
清
掃
な
ど
を
行
っ
て
辛
う
じ
て
守

ら
れ
て
い
き
ま
し
た
。
そ
の
甲
斐
あ
っ
て
、

昭
和
六
十
三
年
十
二
月
に
、
国
の
重
要
文

化
財
の
指
定
を
受
け
、
平
成
九
～
十
三
年

の
「
平
成
の
大
修
理
」
に
よ
っ
て
、
大
正

十
二
年
頃
の
姿
に
復
原
さ
れ
ま
し
た
。

　

内
部
に
一
歩
足
を
踏
み
入
れ
る
と
、
豪

華
絢け
ん
ら
ん爛

さ
に
驚
か
さ
れ
、
天
井
に
は
当
時

の
広
告
絵
、
中
央
に
は
洒し
ゃ
れ落
た
シ
ャ
ン
デ

リ
ア
が
目
を
引
き
ま
す
。
升
席
も
工
夫
を

凝
ら
し
て
あ
り
、
後
席
か
ら
も
見
や
す
く

す
る
た
め
に
前
席
よ
り
少
し
ず
つ
後
席
が

高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
回
り
舞

台
、
花
道
、
ぶ
ど
う
棚
な
ど
芝
居
小
屋
な

ら
で
は
の
見
所
が
随
所
に
見
ら
れ
ま
す
。

特
に
回
り
舞
台
の
下
の
仕
組
み
に
興
味
を

も
つ
観
光
客
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

現
在
は
、
歌
舞
伎
を
は
じ
め
色
々
な
公

演
も
行
わ
れ
、
毎
回
満
席
の
反
響
を
得
て

い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
五
嶋
）

奈落せり

花道花道下の通路修理中の八千代座（屋根のトラスとぶどう棚）

明治 44 年の奉納額棟札
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国指定

所在地

地図
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方
保
田
東
原
遺
跡
出
土
品

２

考古資料

P.141

国
｜
２

か
と
う
だ
ひ
が
し
ば
る
い
せ
きし

ゅ
つ
ど
ひ
ん

方保田 出土文化
財管理センター
鍋田　博物館

　

方
保
田
東
原
遺
跡
出
土
品
は
こ
れ

ま
で
の
発
掘
調
査
で
出
土
し
た
遺
物

の
う
ち
土
器
・
土
製
品
四
二
九
点
、

金
属
製
品
三
七
一
点
、
石
器
・
石
製

品
五
四
点
、
貝か
い
わ輪
二
点
、
ガ
ラ
ス
玉

九
六
点
の
総
計
九
五
二
点
で
構
成
さ

れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
中
で
特
に
注
目

さ
れ
る
も
の
は
、
多
数
の
鉄
器
及
び

鉄
器
製
作
関
連
遺
物
と
、
赤
色
顔
料

調
製
に
関
す
る
資
料
で
す
。

　

鉄
器
に
は
石
い
し
ぼ
う
ち
ょ
う
が
た

庖
丁
形
鉄
器
、
鎌
、

穂ほ

つ

み

ぐ

摘
具
な
ど
の
農
具
、
斧
、
鑿の
み

、

鉇や
り
が
ん
なな
ど
の
工
具
の
ほ
か
、
鏃
、
剣
、

鉄
針
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
特
に
石
庖

丁
形
鉄
器
は
方
保
田
東
原
遺
跡
で
の

み
出
土
し
て
い
る
貴
重
な
資
料
で

す
。

　

ま
た
、
赤
色
顔
料
調
製
関
係
資
料

に
は
、
顔
料
が
付
着
し
た
石い
し
ぎ
ね杵

や

敲た
た
き
い
し
石
な
ど
と
、
土
器
（
赤
色
顔
料
付

着
土
器
）
が
あ
り
ま
す
。
朱
（
水
銀

青銅器

内面朱付着土器石杵

鉄器

23
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朱
）
や
ベ
ン
ガ
ラ
（
酸
化
鉄
）
の
調

製
に
使
用
さ
れ
た
道
具
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
巴と
も
え
が
た
ど
う
き

形
銅
器
や

小こ
が
た
ぼ
う
せ
い
き
ょ
う

型
仿
製
鏡
、
破は
き
ょ
う鏡

な
ど
の
青
銅
器

も
見
つ
か
っ
て
お
り
、
い
ず
れ
も
墓

で
は
な
く
集
落
内
で
見
つ
か
っ
て
い

る
こ
と
が
特
徴
で
す
。

　

方
保
田
東
原
遺
跡
で
は
弥
生
時
代

後
期
か
ら
古
墳
時
代
前
期
に
使
用
さ

れ
た
土
器
が
大
量
に
見
つ
か
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
う
ち
、
状
態
の
良
好
な

資
料
、
他
地
域
の
影
響
を
受
け
た
資

料
、
類
例
の
少
な
い
資
料
が
指
定
を

受
け
て
い
ま
す
。

　

方
保
田
東
原
遺
跡
出
土
品
は
日
本

の
多
様
な
弥
生
文
化
の
ひ
と
つ
の
あ

り
方
を
示
す
も
の
と
し
て
、
学
術
的

価
値
が
高
い
資
料
と
し
て
評
価
さ
れ

て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
（
事
務
局
）

土製玉

土器（古墳時代前期）土器（弥生時代後期）

家形土器

国
指
定

(現行)山鹿市の指定文化財　冊子.indd   13(現行)山鹿市の指定文化財　冊子.indd   13 2024/05/23   17:282024/05/23   17:28



国指定

所在地

地図

1415

チ
ブ
サ
ン
・
オ
ブ
サ
ン
古
墳

城
字西福寺

３

史跡

国
｜
３

ち
ぶ
さ
ん
・
お
ぶ
さ
ん
こ
ふ
ん

P.141

 

チ
ブ
サ
ン
古
墳
は
、
今
か
ら
約
一
五
〇
〇
年

前
（
六
世
紀
前
半
）
に
造
ら
れ
た
と
さ
れ
る
前

方
後
円
墳
で
す
。
築
造
当
初
は
、
周
囲
に
溝
を

巡
ら
し
、
墳
丘
に
は
石
を
葺
き
、
埴
輪
や
石
製

装
飾
（
石
人
）
を
置
い
て
い
た
よ
う
で
す
。

　

古
墳
内
部
は
横
か
ら
入
る
石
室
が
あ
り
、

奥
の
部
屋
（
玄げ
ん
し
つ室
）
に
は
遺
体
を
安
置
す
る

石い
し
や
か
た

屋
形
が
置
か
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
正
面
と
左

壁
に
は
、
円
や
三
角
や
菱
型
の
連
続
し
た
幾
何

学
文
様
が
、
右
壁
に
は
、
両
手
と
両
足
を
広
げ

た
人
物
の
装
飾
な
ど
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
装

飾
は
、
赤
・
白
・
黒
の
三
色
が
使
わ
れ
、
色
あ

せ
る
こ
と
な
く
、
現
在
ま
で
そ
の
鮮
や
か
さ
が

残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

正
面
の
二
つ
の
円
文
か
ら
、「
乳
房
さ
ん
」

と
呼
ば
れ
、
古
く
か
ら
「
お
乳
の
神
様
」
と
し

て
信
仰
の
対
象
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。そ
れ
が
、

チ
ブ
サ
ン
と
い
う
名
の
由
来
と
も
伝
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

オ
ブ
サ
ン
古
墳
は
、
六
世
紀
後
半
頃
に
造
ら

チブサン古墳玄室奥の石屋形

国
指
定
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れ
た
と
さ
れ
る
円
墳
で
す
。
墳
丘
は
、
石
室

に
向
う
道
の
両
脇
が
突
き
出
る
と
い
う
、
特

異
な
形
を
し
て
い
ま
す
。
内
部
は
大
き
な
板

石
を
組
み
合
わ
せ
た
石
室
が
造
ら
れ
て
い
て
、

床
の
仕
切
り
石
に
は
一
部
装
飾
が
見
ら
れ
ま

す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
事
務
局
）

オブサン古墳

チブサン古墳　後円部

石屋形正面の装飾（円・三角・菱形） 石屋形右壁の装飾（人・円など）

石屋形左側の装飾（菱形・円）

国
指
定
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鍋
田
横
穴
群

鍋田
字東ほか

４

史跡

国
｜
４

な
べ
た
よ
こ
あ
な
ぐ
ん

P.141

　

国
道
三
号
か
ら
西
に
走
る
国
道

四
四
三
号
を
二
㌔
ほ
ど
進
む
と
岩
野

川
（
菊
池
川
支
流
）
沿
い
の
崖
面
に

開
口
す
る
横
穴
群
が
見
え
ま
す
。
こ

れ
は
肥
後
の
古
墳
時
代
の
最
後
を
飾

る
群
集
墓
で
す
。
形
も
大
き
さ
も
、

入
口
の
飾か

ざ

り
縁ぶ

ち

も
様
々
あ
り
、
そ
の

違
い
を
見
較
べ
な
が
ら
散
策
す
る
の

も
楽
し
い
も
の
で
す
。

岩野川対岸からみた横穴群

27 号横穴の装飾

国
指
定
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そ
の
数
六
一
基
。
う
ち
一
六

基
の
横
穴
の
外
壁
や
玄
室
に
は
、

色
々
な
モ
チ
ー
フ
の
装
飾
が
浮
彫

で
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

二
七
号
横
穴
で
は
、
ま
ず
、
左

外
壁
の
弓
を
持
つ
大
の
字
形
の
人

物
像
が
目
に
付
き
ま
す
。
ノ
ミ
の

痕
が
力
強
く
、
こ
の
墓
室
の
番
兵

の
姿
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
の
左
下

方
に
向
っ
て
矛
や
鞆と

も

（
弓
の
弦
は

じ
き
を
防
ぐ
革
製
の
弓
具
）、
刀

子
や
矢
を
入
れ
た
大
小
の
靱ゆ

き

、
さ

ら
に
盾
や
馬
の
絵
な
ど
が
彫
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
外
敵
や
悪
霊
か
ら
死

者
を
護
る
鎮
魂
の
構
図
と
考
え
ら

れ
る
よ
う
で
す
。　
　
　
（
轟
木
）

国道 443 号沿いの横穴（６～ 14 号横穴）

７号横穴の装飾（弓） 14 号の装飾（靱）

国
指
定
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弁
慶
ヶ
穴
古
墳

熊入町
字竹ノ下

５

史跡

国
｜
５

べ
ん
け
い
が
あ
な
こ
ふ
ん
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熊
入
町
に
あ
る
六
世
紀
後
半

に
築
か
れ
た
円
墳
で
、
巨
石
を

使
用
し
横
か
ら
入
る
構
造
（
横
穴

式
石
室
）
の
装
飾
古
墳
で
す
。

　

江
戸
時
代
の
書
物
『
鹿か

郡ぐ
ん

舊
き
ゅ
う

語ご

傳で
ん

記き

』
に
「
君き
み
づ
か塚
」
と
紹
介

さ
れ
、大
正
時
代
の
『
鹿
本
郡
誌
』

に
は
、
概
略
「
何
人
の
墳
墓
な

る
か
不
明
な
れ
ど
も
其
の
君
塚

の
名
の
あ
る
高
貴
の
人
の
墓
な

ら
ん
、
俗
に
辨べ
ん
け
い慶

が
穴
と
い
う
、

入
り
口
の
左
側
に
馬
の
壁
画
あ

り
、
猶な
お

内
部
精
査
せ
ば
新
発
見

す
べ
き
も
の
あ
ら
ん
」
と
記
さ

れ
、
早
く
か
ら
盗
掘
を
受
け
て

い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
昭

和
三
十
一
年
、
原
口
長
之
先
生

と
山
鹿
高
校
考
古
学
部
の
調
査

左玄門の装飾（同心円、馬、舟）

国
指
定
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で
、
ゴ
ン
ド
ラ
形
の
船
に
乗
っ
た
馬
の
絵
な
ど

が
発
見
さ
れ
、
一
躍
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

壁
画
の
特
徴
は
馬
と
船
の
数
が
多
い
点
で

す
。
船
に
棺
ひ
つ
ぎ
を
乗
せ
そ
の
上
に
鳥
が
止
ま
っ
た

装
飾
は
、
死
者
を
運
ぶ
様
子
を
描
い
た
も
の
と

見
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
墓
の
番
人
を
浮
き
彫
り

に
し
た
珍
し
い
像
も
あ
り
ま
す
。
須
恵
器
・
馬

具
な
ど
古
墳
か
ら
の
出
土
品
は
、
博
物
館
に
展

示
中
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
前
田
）

右玄門の装飾（同心円、菱形、連続三角） 前室右壁の装飾（鳥、棺、馬、舟）

羨道左壁の人物浮彫

空から見た弁慶ヶ穴古墳 弁慶ヶ穴古墳入口

国
指
定
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所在地
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2021

方
保
田
東
原
遺
跡

方保田
字東原ほか

６

史跡

国
｜
６

か
と
う
だ
ひ
が
し
ば
る
い
せ
き
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菊
池
川
と
そ
の
支
流
の
方
保
田

川
に
挟
ま
れ
た
台
地
上
に
広
が

る
弥
生
時
代
後
期
か
ら
古
墳
時

代
前
期
（
今
か
ら
約
一
七
〇
〇
～

一
九
〇
〇
年
前
）
に
繁
栄
し
た
大

集
落
遺
跡
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
五
〇
回
を
超
え
る
発

掘
調
査
の
結
果
、
幅
八
㍍
に
も
及

ぶ
大
溝
を
は
じ
め
と
す
る
多
数
の

溝
跡
、
甕か

め
か
ん棺
や
石
棺
な
ど
の
墓
、

三
五
〇
軒
を
超
え
る
住
居
跡
な

ど
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。
ま
た

出
土
品
で
は
、
全
国
で
唯
一
の
石

包
丁
形
鉄
器
や
、
特
殊
な
祭
器
と

さ
れ
る
巴と

も
え
が
た
ど
う
き

形
銅
器
や
鏡
な
ど
、
多

く
の
青
銅
製
品
、
鉄
製
品
が
出
土

し
て
い
ま
す
。
特
に
、
鏡
の
出
土

数
は
合
計
九
点
に
も
及
び
、
全
国

で
も
屈
指
の
数
を
誇
り
ま
す
。
こ

の
ほ
か
、
当
時
の
中
国
の
皇
帝
も

遺跡上空写真　東側から

方保田東原遺跡地図

国
指
定
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2021

珍
重
し
た
「
朱し

ゅ

」（
赤

色
の
顔
料
）
を
精
製

す
る
道
具
（
内
側
が
赤

い
土
器
や
磨
り
潰
し

用
の
石い

し
ぎ
ね杵
）
も
見
つ
か

っ
て
い
る
な
ど
、
全
国

で
も
あ
ま
り
例
の
な
い

珍
し
い
も
の
が
多
種
多

彩
に
数
多
く
発
見
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

一
部
は
国
や
熊
本
県
の

重
要
文
化
財
に
指

定
さ
れ
て
い
ま
す

（
一
二
、
四
二
頁
参

照
）。

　

方
保
田
東
原
遺
跡

は
、
菊
池
川
沿
い
の

山
鹿
一
帯
を
治
め
た

中
心
勢
力
で
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

（
事
務
局
）

大溝（11 次調査）

ガラス玉、勾玉 石杵

中国製の鏡

溝内の土器（40 次調査）

重なって見つかった住居跡群（47 次）

祭祀に使われた土器が大量に捨てられていた竪穴（19 次調査）

国
指
定
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国指定

所在地

地図

2223

岩
原
古
墳
群

鹿央町
岩原字塚原

７

史跡

国
｜
７

い
わ
ば
る
こ
ふ
ん
ぐ
ん

P.141

　

前
方
後
円
墳
の
双ふ

た
ご
づ
か

子
塚

を
主
墳
と
し
て
、
下し

も
ば
る原

・

寒そ
う
ば
る原

・
馬う

ま
む
か
ず

不
向
な
ど
の
円

墳
を
総
称
し
て
岩
原
古
墳

群
と
い
い
ま
す
。

　

主
墳
の
双
子
塚
古
墳
は
、

深
さ
一
㍍
、
幅
約
十
㍍
の

周
溝
を
も
つ
前
方
後
円
墳

で
、
ほ
ぼ
完
全
な
原
形
を

保
ち
、
雄
大
で
優
美
な
姿

を
残
し
て
い
ま
す
。
全
長

は
一
〇
七
㍍
、
後
円
部
は

直
径
五
七
㍍
、
高
さ
九
㍍
、

前
方
部
幅
四
九
㍍
、
く
び

れ
部
の
幅
三
六
㍍
で
、
古

墳
の
面
積
は
約
四
九
○
〇

平
方
㍍
、
周
溝
の
面
積

四
八
〇
〇
平
方
㍍
あ
ま
り

写
真
提
供　

熊
本
県
教
育
委
員
会

台地上に古墳群、崖面には横穴群がある

写真中央が岩原双子塚古墳

国
指
定
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2223

の
広
大
な
ス
ケ
ー
ル
に
な
っ
て

い
ま
す
。
昭
和
五
十
四
年
の
寒

原
地
区
の
圃
場
整
備
の
際
に
、

五
基
の
石
棺
が
出
土
し
、
平
成

二
年
の
装
飾
古
墳
館
建
設
地
調

査
で
は
四
基
の
石
棺
が
発
見
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
三
年

に
は
双
子
塚
古
墳
周
溝
確
認
調

査
が
実
施
さ
れ
、
円
筒
埴
輪
片

な
ど
多
数
が
採
取
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

周
辺
に
広
が
る
陪

ば
い
ち
ょ
う塚
も
三
〇

㍍
、高
さ
四
㍍
余
り
の
円
墳
で
、

ほ
ぼ
原
形
を
保
っ
て
い
ま
す
。

い
ず
れ
も
古
墳
時
代
中
期
の
も

の
で
、
付
近
一
帯
を
治
め
た
豪

族
の
墳
墓
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

	
	

（
多
田
隈
）

写
真
提
供　

熊
本
県
教
育
委
員
会

円墳群

県立装飾古墳館

国
指
定
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国指定

所在地

地図

2425

鞠
智
城
跡

菊鹿町
米原ほか

８

史跡

国
｜
８

き
く
ち
じ
ょ
う
あ
と

P.140

　

天
智
二
（
六
六
三
）
年
、
朝
鮮
半

島
に
お
け
る
白は

く
す
き
の
え

村
江
の
戦
い
に
敗

れ
た
大や

ま
と和

政
権
が
、
唐と

う

・
新し

ら
ぎ羅

と

対
峙
し
な
が
ら
、
国
を
防
衛
す
る

た
め
に
築
い
た
朝
鮮
式
山
城
で
す
。

七
世
紀
後
半
ご
ろ
か
ら
、
お
よ
そ

二
〇
〇
年
余
り
存
続
し
た
と
推
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
熊
本
県
教
育
委
員

会
を
中
心
に
発
掘
調
査
が
行
わ
れ

て
い
て
、
数
多
く
の
貴
重
な
発
見

が
あ
り
ま
し
た
。
特
に
、
八
角
形

鼓こ
ろ
う楼
、
米
倉
、
兵
舎
、
武
器
庫
な

ど
の
建
物
跡
は
こ
の
城
の
役
割
を

示
す
も
の
で
注
目
さ
れ
ま
す
。
鞠

智
城
は
、
大だ

ざ
い
ふ

宰
府
や
大お

お
の
じ
ょ
う

野
城
な
ど

へ
物
資
や
兵
士
を
補
給
す
る
「
支

援
基
地
」
と
し
て
の
機
能
を
持
っ

て
い
た
よ
う
で
す
。

　

城
の
面
積
は
約
五
五
㌶
と
広
大

で
す
。
周
囲
に
は
土ど

る
い塁
を
巡
ら
せ

て
守
り
を
固
め
、
内
部
に
は
、
掘

米倉と鼓楼

歴史公園　鞠智城

国
指
定
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立
柱
建
物
や
礎
石
の
建
物
が
建
っ
て

い
ま
し
た
。
現
在
、
合
計
七
二
軒
の

建
物
跡
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
ほ
か
、
水
や
木
を
貯
え
て
お
く
た

め
の
池
跡
が
発
見
さ
れ
、
数
多
く
の

木
製
品
や
建
築
部
材
の
ほ
か
、
百く

だ
ら済

系け
い

菩ぼ
さ
つ薩
立り

ゅ
う
ぞ
う
像
が
出
土
し
ま
し
た
。
こ

の
仏
像
は
全
国
的
に
も
大
変
珍
し

く
、
百
済
系
渡と

ら
い
じ
ん

来
人
と
の
関
連
を
示

す
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
る
貴
重
な

資
料
で
す
。
ま
た
、
百く

だ
ら済

と
の
関
係

資
料
と
し
て
は
、
軒

の
き
ま
る
が
わ
ら

丸
瓦
や
木も

っ
か
ん簡

も

出
土
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
六
年
度
か
ら
整
備
が
本
格
的

に
進
め
ら
れ
、
八
角
形
鼓
楼
や
兵
舎

な
ど
の
建
物
が
復
元
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

現
在
、
熊
本
県
、
山
鹿
市
、
菊
池

市
が
連
携
し
て
、
鞠
智
城
跡
の
国
営

公
園
化
を
目
指
し
、
運
動
を
展
開
し

て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
（
事
務
局
）

写
真
提
供　

熊
本
県
教
育
委
員
会

米倉板倉

発掘時の八角形建物跡

貯水池跡百済系菩薩立像

国
指
定
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国指定

所在地

地図

2627

隈
部
氏
館
跡

菊鹿町
上永野

９

史跡

く
ま
べ
し
や
か
た
あ
と

P.140

隈
部
氏
館
跡
は
、
天
正

十
五
年
（
一
五
八
七
）、
肥

後
国
主
の
佐さ
っ
さ
な
り
ま
さ

々
成
政
の
支

配
に
反は
ん
き旗
を
翻

ひ
る
が
えし
た
肥
後

国く
に
し
ゅ
う
い
っ
き

衆
一
揆
の
中
心
人
物
で

あ
る
隈く
ま
べ部

親ち
か
な
が永

が
、
隈わ

い
ふ府

城
（
現
菊
池
神
社
一
帯
）

に
移
る
ま
で
本
拠
地
と
し

て
い
た
館
や
か
た
あ
と跡

で
す
。

　

江
戸
時
代
の
地
誌
に
は
、

猿
帰
城
、
永
野
城
、
隈
部
城
、

長
野
城
な
ど
の
城
名
で
記

載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

館
跡
を
地
元
で
は
、
隈

部
さ
ん
、
お
屋
敷
、
館た
ち
あ上

が
り
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

　

県
北
の
標
高
一
〇
五
二

ｍ
の
八や

ほ

が

だ

け

方
ヶ
岳
を
中
心
と

す
る
高
山
か
ら
裾
野
を
お

ろ
し
た
、
標
高
三
四
〇
～

三
七
〇
ｍ
前
後
の
山
腹
に

建物礎石群と隈部神社

建物礎石群

国
｜
９

６月にはヤマツツジが見ごろとなる 堀切

国
指
定
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築
か
れ
、
中
心
部
は
長
軸
一
〇
二
ｍ
、
短
軸
七
八
～

八
二
ｍ
の
広
さ
を
有
す
る
平
場
が
あ
り
ま
す
。

　

館
跡
に
は
、
伝
馬う
ま
や
あ
と

屋
跡
の
敷
地
、
主
郭
南
の
大
規

模
な
堀
切
、
野の
づ
ら面

積
み
石
垣
の
枡ま

す
が
た形

遺い
こ
う構

の
虎こ

ぐ
ち口

、

主
郭
へ
上
が
る
九
段
の
石
垣
が
現
存
し
て
い
ま
す
。

　

主
郭
に
は
、
礎
石
建
物
群
が
三
棟
並
ん
で
お
り
、

そ
れ
ぞ
れ
公
式
の
場
で
あ
る
主
殿
、
社
交
や
遊
興
の

場
で
あ
る
会
所
、
蔵
や
台
所
の
建
物
と
推
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
会
所
の
東
側
に
は
立
石
を
配
し
た
泉
水
を

有
す
る
庭
園
遺
構
と
、
裏
側
に
は
二
つ
の
堀
切
、
西

側
斜
面
に
は
十
三
の
小
段
群
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

外
縁
地
域
に
は
二
つ
の
砦
と
り
で

跡
が
築
か
れ
て
い
ま
す
。

北
側
の
標
高
六
八
二
ｍ
の
高
山
に
あ
る
、
城
床
と
呼

ば
れ
る
の
が
猿
さ
る
が
え
し
じ
ょ
う

返
城
跡
で
す
。
こ
の
南
東
の
標
高

七
七
五
ｍ
の
高
山
に
は
、
米こ
め

の
山

や
ま
じ
ょ
う城
跡
が
存
在
し
て

い
ま
す
。
二
つ
の
砦
跡
は
約
二
キ
ロ
離
れ
た
尾
根
道

で
結
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
館
跡
の
中
心
区
域
は
、
検
出
遺
構
を
い
か
し

た
歴
史
公
園
に
整
備
さ
れ
、
季
節
に
応
じ
た
自
然
の

変
化
が
感
じ
ら
れ
る
場
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。               

（
竹
下
）

庭園跡枡形

隈部氏館跡から猿返城跡を望む 北側の堀跡

国
指
定
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国指定

所在地

地図

2829

相
良
の
ア
イ
ラ
ト
ビ
カ
ズ
ラ

菊鹿町
相良

10

特別天然記念物

国
｜
10

あ
い
ら
の
あ
い
ら
と
び
か
ず
ら

P.138

　

ア
イ
ラ
ト
ビ
カ
ズ
ラ
は
常
緑
の
マ
メ

科
の
植
物
で
す
。
ツ
ル
の
太
さ
は
一
〇

㌢
以
上
に
も
な
り
ま
す
。
葉
は
、
三
枚

の
子
葉
が
互
い
違
い
に
生
え
て
い
て
、

中
央
の
葉
は
長
さ
七
～
一
五
㌢
の
楕
円

形
で
、
両
側
の
小
葉
は
下
に
張
り
出
し

た
卵
型
を
な
し
て
い
ま
す
。
葉
の
色
は

全
て
緑
色
で
す
が
、
上
面
は
特
に
光
沢

の
あ
る
深
緑
色
に
な
っ
て
い
ま
す
。

毎
年
五
月
、
暗
い
紅
紫
色
の
大
き
な

花
が
、
ブ
ド
ウ
の
房
の
よ
う
に
垂
れ
下

が
っ
て
咲
き
ま
す
。
花
は
長
さ
約
七
㌢

の
大
型
の
蝶
の
形
を
し
て
い
て
、
独
特

な
香
り
を
放
ち
ま
す
。

昭
和
三
十
七
年
、
熊
本
大
学
薬
学
部

に
よ
り
、
人
工
授
粉
で
結
実
に
成
功

し
、
中
国
揚よ
う
す
こ
う

子
江
の
中
流
域
に
分
布
す

る
常
じ
ょ
う
し
ゅ
ん
ゆ

春
油
麻ま

藤と
う

と
同
じ
種
類
で
あ
る
こ

と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

開
花
は
、
昔
は
極
め
て
稀
で
し
た
が
、

最
近
は
ほ
ぼ
毎
年
見
ら
れ
ま
す
。　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
事
務
局
）

アイラトビカズラの花

棚内部 遠景

国
指
定
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国指定

所在地

地図

29

菊
池
川
の
チ
ス
ジ
ノ
リ
発
生
地

分田橋～
山鹿大橋

11

天然記念物

国
｜
11

き
く
ち
が
わ
の  

ち
す
じ
の
り  

は
っ
せ
い
ち

P.141

チ
ス
ジ
ノ
リ
は
、
冬
に
な
る
と
生

え
る
川
藻
の
一
種
で
す
。
形
が
血
管

に
似
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
名
が

つ
い
て
い
ま
す
。
明
治
四
十
四
年
、

鹿
児
島
県
の
川
内
川
中
流
で
初
め
て

発
見
さ
れ
、
非
常
に
珍
し
い
日
本
特

有
の
川
藻
と
し
て
、
大
正
十
三
年
に

国
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

山
鹿
で
は
古
く
か
ら
、
寒
ノ
リ
や

川
ノ
リ
な
ど
と
呼
ん
で
、
酢
の
物
や

佃
煮
に
し
て
食
べ
て
い
ま
し
た
。
昭

和
二
十
三
年
に
、
鹿
本
高
校
の
松
尾

繁
樹
教
諭
が
、
菊
池
川
の
方か

と
う
だ

保
田
付

近
で
確
認
し
、
そ
の
後
大
学
な
ど
の

調
査
で
チ
ス
ジ
ノ
リ
で
あ
る
こ
と

が
確
定
し
ま
し
た
。
そ
し
て
昭
和

三
十
四
年
、
チ
ス
ジ
ノ
リ
生
育
の
北

限
地
と
い
う
こ
と
で
、
菊
池
川
の
分

ぶ
ん
だ

田
橋
か
ら
山
鹿
大
橋
ま
で
が
、「
チ
ス

ジ
ノ
リ
発
生
地
」
と
し
て
国
の
天
然

記
念
物
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

川
底
に
石
が
多
く
、
水
深
一
㍍
程

度
の
、
水
が
よ
く
流
れ
る
場
所
に
多

く
生
え
て
い
る
よ
う
で
す
。（
事
務
局
）

標本菊池川

チスジノリ生態

国
指
定
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